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北松型地すべりグルｰプ

長崎･佐賀県境地域の地すべり

地すべりの多発地域でありとくに石倉山(313m)と

人形石山(427m)を連ねた県境地帯では大きな地すべり

災害が発生している.この地域の地質･地形および地

すべり分布は図一1のごとくである.

地すべりの概要

西分地すべり(乙女地区)〔①〕

伊万里市山代町画分地内で発生した地すべりであり

西分地すべりあるいは山代地すべりと呼ばれた.昭和

26年2月16目の午前6時頃大音響と共に崩壊性地すべ

りが発生し平古場地区を埋没した｡県境の稜線に近

い標高325㎜付近より幅400m長さエ星000n1に為よん

だ地すべりである.誘因としての連続降雨量(2月8

日～2月15目まで)は81.1mmであった｡被害は死者

3人家屋倒壊28戸水田埋没約20h漆畑埋没14.4ha

山林宅地16.7haといわれる.なお危険を避けて22戸の

民家が解体移転した.罹災者は172人といわれている.

人形石山地すべり(西大久保地区)〔②〕

西分地すべり南側のほぼ隣接地区に発生したものであ

る｡昭和32年7月6目午後4時頃に発生した崩壊性

地すべりである.人形石山直下で標高350皿付近の

山腹より幅150m長さ500mにおよんだ地すべりであ

り西大久保地区を埋没した.誘因としての連続降雨

量(6月27日～7月5目まで)は450mmに達した異状

降雨である.

被害は死者7人錬屋21戸(住家13戸非住家8棟)

1カットの写真説明:

⑪人形石山地すペリ地帯人形石山地すペリ(左)および西分地すべ

り(右)は山腹の抜けくずれと土砂の流出によって大き泣崩旗陸地

すペリに発達し多数の死者家屋倒壊囲畑埋没の災害をおこした

水田埋没5.2ha州および樹園地3.8ha山林原野4.2ha

といわれている･なおこの地区では38年5月にも

幅50m長さ90mの山腹崩壊をおこしている｡39年2

月には避難勧告を受けた民家11戸が移動するなどの処

置が取られた.

人形石山地すべりの発生前にはいろいろの兆候が現

われた.洞れたことのない湧水の枯渇逆に湧水量の

増大などが知られている､なお約4ヵ月前の3月上旬

には地割れの発生が確認されその後地割れの増加と

拡大へと進んだ.下部(標高200m付近)では隆起現

象なども認められている,崩壊性地すべりの発生前に

は標高330m付近の亀裂は長さ100mに達していた.

湧水異変亀裂の発生拡大地盤隆起などの前駆現象を

伴っていることが注目される.

平古場地区および酉夫久保地区〔③･④〕

西分地すべりの北側に隣接する平古場地区および人形

石山地すべりの南側に隣接する酉大久保地区は過去に

地すべりをおこした地形であリ現在でも亀裂の発生

などは地すべりの危険を予知する状態にある.崩積土

層の分布および内部構造は明らかに地すべりである.

西分地すべり人形石山地すべり平古場地区および西

大久保地区を含めた地帯は一括され武雄営林署(熊本

営林局)が直轄事業として治山および地すべり対策にあ

たっている.

石倉山地すべり〔⑤〕

松浦市今福町地内で昭和27年!0月に発生した地すべ

りである.石倉山の北西斜面に発生した規模の大きい

ものであり約60haの田畑が失われた.この地すべり

では国鉄松浦線および国道が埋没され陸上交通カミ柱�
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図1側奇･佐賀県境地城の地質と地すベリ(地螂蝸血古川俊太郎

地すべり調血炎牒武)

囲地帯となっている.地す

ベリ地内には小さな凹凸や溜

池を多く分布する.局所的

なクリｰプを繰リ返している

とみなされる､北松地域に

は木場勅るいは古携のつく土

地が多いがこれらの地区は

地すべ1)に関係した地名であ

る串

なおこの地域には平属地

すべり榎山地すベリ雇尾

地すべりなど顕著なものを多

く分布する.上記の①･②｡

③および④は反流れ盤構造の

地すベリであり⑤･⑥およ

び⑦は流れ盤構造の地すべり

である.地質と地すべりの

関係および特徴についてのべ

る.

絶する被害をおよぼした.松浦線は約2ヵ月にわたっ

て止められたと記録される.この地すべりは棚田地帯

であり稲刈りを行なっていた人は｢稲を刈り取りなが

ら逃げた｣といわれる.地すべりの早さと稲を刈り取

る早さとがほぼ同じような状況で大きな土塊がすべり

出してきたものである.

東分地すべりおよび木場地すべり〔⑥･⑫〕

東分地すべりは伊万里市山代町東分地区であり木場

地すべりは松浦市今福町木場地区である.過去の地す

べり輪廻による広大な地すべり地形を形成し大きな棚

でいる.北松玄武岩類の絶対年代は

ると81n.yである.

た台地性玄武岩は800万年にわたる相対的な風化によ

って崩れやすい状態に至っている.この地域の標準的

な地層構成を図一2に示した.ここでは柚木層(松

浦三尺)以下は地すべりと関係が少ないので略してあ

る.地点によって層厚および層相に多少の変化があ

り地すべり発生地区における層相や炭層の微視的な性

質は重要であるが大きくみるとほぽ同じようなもので

ある一新第三系は凝灰質を伴った薄い炭層や泥岩部が

かなり卓越した堆積輪廻で構成されている.粗粒物か

地質と地すべり

地すべりの基盤は主とし

て佐世保層群の世知原層福

井層および加勢層で構成され

る.これをおおう玄武岩類

カミ石倉山一人形二石山一国

見岳の県境地帯および南部地

区に分布する.東分地すべ

りの上部では玄武岩が大き

くすべり出し厚い玄斌岩系

の崩積上カ法く分布する.

地すべりとしてみた玄武岩の

特徴は火山層序的な構造と

いちじるしい風化の発達であ

り大きな載荷量をおよぼし

K-Ar法によ

5～6枚の溶岩流が重なり合っ�
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ら順次細粒となり最終

的に炭層や炭質泥岩を

はさむ泥質に終る一連の

ものを小堆積輪廻(サイ

クロセム)とよんでいる.

炭層に随伴する凝灰質は

ゴマ層と通称されている

が風化すると粘土質の

すべり面を風化岩盤内に

構成しやすい.厚い塊

状砂岩層は造産性とし

て露出しやすいがこの

地域では砂岩層の崖が割

合に少ない.地すベリ

をおこしやすい爽炭薪第

三系が卓越していること

による多発地域であると

いえる.

なお玄武岩類と爽炭新

第三系の組み合わせから

なる北松型地すべりを代

表する.

地質構造による地

すべりの区分

この地域における一般

的な走向はほぼNSであ

り傾斜は5～10.W-

NWである.したがっ

て西ないし北西向きの斜面に発生している東分地すベ

リ木場地すべりなどは流れ盤型である.東向きの斜

面に発生した人形石山地すベリ画分地すべりは反流れ

盤型である｡地層の便斜は地すべり機構に大きな影響

をおよぼしている.

流れ盤型…･…･地層の懐斜同時にすべり面の懐斜方向

に滑動するものである属すべり型に杣当する

反流れ盤型･･一･…･地形による地すベリの方向と地層傾斜

とが逆の関係にあるものを指している

爽炭新第三系の地すべりでは流れ盤構造にあるか

あるいは反流れ盤構造にあるかは発生機構予知およ

び対策を検討する基本的な要素である.人形石山東斜

面地帯の地すべりは急な地形と反流れ盤構造によって

恐るべき崩壊性地すべりとなり大きな災害をおよぼし

た･いっぽう伊万里市の東分地区および松浦市の木

場地区では流れ盤構造であり広大な地すべりカミ発達し

緩慢なクリｰプが行なわれている.

杣

木

層

上

部

図2長1時･佐賀県境地域の標

主悸地層(長浜…俸夫の資料

による)

図一3および5に反流れ盤型の地下構造を西分地すべ

りおよび平古場地区の例で示した.この構造図は営

林署の平面図とボｰリング資料によって安藤が概要を

解析したものである.今後の調査や対策事業の構造試

錐によってこの地帯の地下構造はさらに明確にされる

ものと思われる.流れ盤構造の地すべりは平山地す

べり鷲尾岳地すべり長田代地すべりなどですでに示

したごとくである.

②人形肩山地すべり跡災害復1周二正二楽が行柱われたが11年以上たった今日でも当時を思わせ

る跡を止める玄武砦と漸第三系との組み合わせからなリ反流れ盤構造の地椛であり内

部榊遊は地すペリの危険を枠びている�
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発生状態による地すべりの区分

地すべりの発生状態や母体の性質からみると岩盤地

すべり玄武岩地すべり崩積層地すべりおよび複合地

すべりに分けられる.

平古場地区A断面図

��

岩盤地すべり……･･主として風化岩盤が大きく

すべり出すものである.ここでは基岩を構成する

爽炭新第三系の一次的崩壊を指している.また関連

する玄武岩類カミ少ないものでもある.
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平古場地区の概要(武雄営林署の資料による)

玄武岩地すべり･･……主として玄武岩カミすべる

ものあるいは玄武岩カミ大部分を構成しているもので

ある.玄武岩類と新第三系の境から玄武岩類がすべ

り落ちることカミある.また元触地すべりの例で示し

たように下部玄武岩と上部玄武岩の間に來在する堆積

層(厚さ6～20m±の泥層あるいは砂層)をすべり面

として上部玄武岩が崩壊したものを指している.

崩積層地すべり･･……岩盤地すべりあるいは玄武

岩地すべりによって生じた崩積土が引き続いて進行

する風化の段階あるいは衝撃で二次的にすべるもので

ある.一度崩れた岩塊は地すべり地帯ではかなり

早く土壌化する.

複合地すべり･…･…岩盤地すべり玄武岩地すべ

り崩積層地すべりが重なり合った状態のものであ

る,北松地域の地すべりは多少の複合性を帯びて

いるが相関々係のいちじるしいものを指している.

人形石山地すべりおよび西分地すべりでは風化岩盤

がすべり面を伴って脆弱化しており風化玄武岩が大き

な載荷重を発生していたとみなされる.連続降雨の誘

因によって崩壊性地すべりに発達した.地すべりの素

因としていずれを主としいずれを従とするかは見解

の相違によるが相互作用の相関々係をもっていたこと

は明らかであり玄武岩および基岩が大きく崩壊してい

る.これと同時に斜面をおおった過去の崩積土が大

きく滑動している.地すべり崩土の先端は佐代川に達

し河川災害も伴った.このように素因が複雑に重

なり合っているものを複合地すべりとみなした.機構

予知対策など問題の多い地すべりである.

おわりに

降雨などの誘因応力分布の力学的解析地下水の中�
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立圧斜面の安定計算土質力学などは地すべりを解

明する要素であるが同時に地質的にみた素因を明ら

かにすることは基本的に重要であるといえる.とくに

地すべりの地下構造を明らかにすることは重要な課題で

ある.佐世保炭田地域は.石炭あるいは地質図幅を対

象として古くから多くの調査研究が行なわれた地域で

ある.石炭調査に関連した多数のボｰリング資料など

もある.また地すべり対策として多くのボｰリ:■グが

行なわれるようになっている.地質および地すべりに

関する文献はきわめて多いので暗させていただいた.

調査研究地域は長崎市北部北松浦郡全域松浦市

全域および伊万里市西部にわたっている.北松型地す

べりの｢地質特性の研究｣として1/21,ooo地域地質図の

作成地質構造と関連した地すべり分布図の作成ボｰ

リング資料の解析などが行なわれた.玄武岩類につい

ては分布構造風化などを明らかにした.

佐世保北部地域の妙観寺峠地区では玄武岩類の構造

を確認するボｰリング調査同時にボｰリング孔を利用

して風化を反映した岩盤の性状を数量的に表現するこ

ころみの物理検層(速度検層反射検層および電気検層

を実施した.新第三系については堆積輪廻と地すべ

り層準の関係層相とその特徴すべり面の成因とあり

方などを明らかにした･なおこれと同時に地質構造

岩石造構造運動に関連する基礎的な研究が実施された.

関係各位による専門的な研究課題や総合研究の結論につ

いては別に発表される予定である.

③処すべり対策排水溝

111腹に施行された内径2m延長167mの排水トンネル地下水の中

立圧を低下させることによって地すベリを防止するもの

的な立場として予知の基礎を明らかにすることができ

た.自然災害防止あるいは国土保全の一蓑として地

すべりを理解していただけれぱ幸いと思い北松型地す

べりについて一般的な概要をのべさせていただいた.

総合研究の実施および現地調査に際しては長崎県およ

び県北開発振興局の協力をいただいた.また地元市町

炭鉱および地すべり関係者の便宜もいただいた.ここ

に厚くお礼申し上げる.(文責応用地質郁安藤武)

発生機構および予知の研究として地質的にみた北松

型地すべりの特徴と機構が明らかにされた.また地質

自記洞鐙静の設置

降雨による搬荷重の増加は発生機構および対策を考える問題点である

移助量･中間流出水･地下水の変動･水荷重によって加わる中立圧力な

ど地すペリと水の謡魑は重要であリまた降雨盈の正しい観測から始

まる

人形石1⊥1西斜面の棚岡

流れ盤型の処すぺりであり玄武岩台地の下から今梛11にかけて広大

な棚刷(あるいは千枚田という)を形成している水岡および人間生

活に対して好条件をそなえている�
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とくにU･TポpbおよびRb･Srについて

鉛とウ弓ニウム1トリウムの抽出と測定

(毛)鉛の繍断と測定上の間騒点

鉛同位体比測定のためはは試料申の鉛の抽出法渕

唐時の鉛の｡h鋤三｡置い⑪㈱海机'㌔は質量分析計につい

ての問題点がある｡

岩石鉱物巾の鉛同位体組成の研究は二一ヤ(N雛)

によって亙938年頃から本格的にはじめられた咀その

方法は方鉛鉱(galena)を硝酸あるいは塩酸で分解し

ヨウ化ナトリウム溶液と反応させてヨウ化鉛とした.

これを質量分析計のイオン化室近くの炉の中で加熱し

その蒸気をイオン化室に導入し電子衝撃によってPb+

イオンとした.この方法でえられた結果はホノレムス

(Holmes)やノ･ウタマンズ(Houtermans)による地球

の年令の計算の基となった.この方法は不安定なヨ

ウ化鉛化合物であるため連続分析には適しなかった.

1950年代に入りニトリンズ(Collins)らは一度ヨウ

化鉛にした試料にGrignard試薬を反応させて4一メ

チル鉛とした.これは前者にくらべて蒸気圧カミ高

くまた安定な化合物であるカミ発生するイオンが数種

類もありそれぞれちカミった質量教の領域があリさら

に炭素同位体組成の影響がある.

倉沢一

カ三ないこと鉛の量カミ少なくてすむことの利点である.

しかしイオン電流が小さく普通二次電子増倍管を

使わなければならないことイオン強度カミ時間と共に変

化することなどの欠点カミある.

その後1957年頃からティルトンら(Tilton&N1･

ckolaysen)やチャウら(Chow&McKinney)によ

ってこの方法が改良された.これが硫化鉛法であ

る.試料の分解分離の最終段階で硝酸鉛の水溶液

中に硫化水素ガスを吹きこんで硫化鉛の沈殿をうる方

法で最も広く用いられている操作である.この方法

はイオン強度が大きく炭化水素のバックグラ1■ドが

ないのですぐれている.微量の鉛を抽出する方法とし

て酸で分解した試料にアンモニアガスを加えて鉛を

他のイオンと共に水酸化物として沈殿させこれを塩酸

で溶解してからイオン交換樹脂を使って他のイオンから

分離することがキャタンザロら(Catanzaro&Gast)

によって行なわれた.これはさらにジフェニルチオ

カルバゾンで精製される.その他気体試料の方法とし

ては硝酸の濃度と温度による硝酸塩の溶解度の差を利

用した繰り返し方法で硝酸鉛の純粋なものカミえられ

るという技術も開発されている.しかしこの方法は

鉛が主成分であるものに限られる.

これらの方法は測定に必要とする鉛が数mg以上で

あるため岩石や鉱物中の鉛(ppmオｰダｰ)に対して

は困難な方法である皇

それを解決したのが固体試料紀よる方法である,

パタソンらやテイルトン(T11㈱)らは隈有や花㌶ウ

岩中の鉱物の微量の鉛を分離し渕宛した盲この方法は

次のようなもので齢る｡フッ酸と過塩素酸で分辮した

試料申の鉛はク窯ン酸アンモ兵ウムや青酸カリウム紀

よって他のイオンを水溶液申に残し岬藪でジフ皿

ユルチオ湾ルバゾン1ク濠潔フォルム溶液で分離湊れる茗

さらに過塩素酸で処理しついで硝酸ホウ砂を加免て

水溶液の形でタングスデいフィラメントに塗付する古

イオン化淋選択的に生ずるので質量スペクトル湯排常

ぽきれいであるという一叙でこのすぐれた固体試料の蔑

繭驚離漆(讐雌f鮒慧池笈{鰍重至｡孤顯簿室h械)が盛んになった｡

つまり気体試料にみられるような｢memOry｣の影響

つまり方鉛鉱のような鉛カミ主成分であるものでは

鉛の抽出に入る前の段階で

岩石や鉱物の粉砕作業か�


